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沖縄の養豚と 

食資源循環に関する 

地域円卓会議 
 

沖縄食文化の象徴、養豚をめぐる課題を 

食資源循環という視点で捉え直し、持続可能な地域に寄与するには 

 

実施報告書 

 
日 時： 2023 年 3 月 29日（水）14:00-16:40（受付開始 13:30-） 

場 所： 琉球大学 全保連ステーション 3 階特別会議室（沖縄県中頭郡西原町字千原 1）、 

オンライン（zoom）配信 

主 催： 琉球大学 COI-NEXT フード・トランスフォーメーションが結ぶ環境・観光アイランド実現拠点 

協 力： 公益財団法人みらいファンド沖縄、NPO 法人まちなか研究所わくわく 

 

 

報告書作成 

NPO 法人まちなか研究所わくわく 

公益財団法人みらいファンド沖縄 
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【報告】沖縄の養豚と食資源循環に関する地域円卓会議 

■日  時：2023 年 3 月 29日（水）14:00-16:40 

■場  所：琉球大学 全保連ステーション3階特別会議室、

オンライン（zoom 配信） 

■着席者数：11 名（論点提供者、司会、記録者含む） 

■参加者数：59 名（学生、行政、企業、自営業等) 

（内、会場 44 名、オンライン 15 名) 

■主  催：琉球大学 COI-NEXT 

フード・トランスフォーメーションが結ぶ 

環境・観光アイランド実現拠点  

■協  力：公益財団法人みらいファンド沖縄 

NPO 法人まちなか研究所わくわく 

                                                                                                                                                                                                                                                 

かつては、多くの家庭で飼育されていた豚は、沖縄の食文化を語る上で切っても切れない存在です。現在でも 20 万頭の

豚が農家によって生産されています。しかし近年、県内の養豚を取り巻く経営環境は年々厳しくなり、一部の養豚農家

は存続の危機にあるとも言われています。今回の円卓会議では養豚を取り巻く環境の変化を確認しながら、その課題を

最新の食資源循環技術と組み合わせることで農家の経営環境の改善と食文化の継承、さらには持続可能な社会づくりに

も寄与できるのではないかという議論を様々な立場の方々と話し合います。 
 

センターメンバー 

照屋亮 

沖縄県畜産課 

飼料基盤班 

班長 

平川宗隆 
獣医師・ 

博士（学術）・

調理師・ 
ノンフィクション

作家 

仲里吏梨花 

沖縄県立 

宜野湾高等学校 

2 年生 

具志堅れいあ 

沖縄県立 

宜野湾高等学校 

2 年生 

宮城妃春 

沖縄県立 

宜野湾高等学校 

2 年生 

高安美羽 

沖縄県立 

宜野湾高等学校 

2 年生 

宮城建太 

合資会社 

オキスイ 

代表 

徳元一郎 

沖縄ハム総合

食品株式会社 

購買部 部長 

論点提供 

沖縄食文化の象徴、養豚をめぐる課題を食資源循環という 

視点で捉え直し、持続可能な地域に寄与するには 

伊村 嘉美 氏（琉球大学農学部亜熱帯地域農学科 准教授） 
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＜板書記録＞ 
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➢ 今後のアプローチの方向性（提案） 

➢ 食品残渣の回収、運搬、処理に関わるオペレーションの問題はまだまだ多い。各工程

で起こっている不具合を正確に知ることが、新規参入の障壁を下げ、業界全体の環境

改善に繋がる。 

➢ エコフィードを飼料とした豚のおいしさ、関わっている人たちの物語など、モデルケ

ースから得られた結果を、沖縄の食文化とうまく繋げながら啓発し、子どもたちを含

めた県民が評価をしていくべき。 

➢ 琉球大学としての役割は何か、課題整理を行い、引き続きネットワークを強固にして

いく。 
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■参加者によるサブセッション 

 

沖縄食文化の象徴、養豚をめぐる課題を 

食資源循環という視点で捉え直し、持続可能な地域に寄与するには 

 

（参加者記載の原文をそのまま記載している為、事実と異なることがあります。グループ毎に①、②・・・と記載） 

 

①  

 循環のしくみをつくるのが大変 

 循環するにはメタンガス 

 多頭飼育 

 行政主導の企業 

 例→石垣メタン 

 リキッド飼料ばかりは飽きるのでは？ 

 血液を捨てている 有効活用できないか 

 ブランドソーセージ 

 肉の評価法 

 

②  

 糞尿の堆肥化はどうなっていくのか→うるま

市の場合はあまっている 

 南城市の牛糞は堆肥化している→草地や畑地

に、まいたら良い→堆肥の還元 

 食品残さの利用はエサが良い？堆肥化？→く

さってない、不純物が入ってないならエサ化

→分別が課題、それ以外は堆肥化に向いてい

る 

 プロジェクト（高校生）の大変だったことは？

→意見をまとめることが大変だった 

 給食センターの残パンはどう処理してた？→

業者にはいき物として買取ってもらっている。 

 エコフィードが安いのも排出業者からお金を

取って処理しているから安い 

 

 

 

 

 

 

③  

 確保ムズかしい 

 食育（中学生向け）やりたかった 

 学校間ハードル→行政 

 福祉（農福） 

 企業サイクル参入、将来像 

 ゴミ育 

 やり易さも大事 

 

④  

 （プロジェクト自体）構想はスゴイという印

象を持った。実現できると素晴らしい！ 

 一方で…実現には課題もあるのではないか？

例えば… 

➢ 食品廃き物について、沖縄だけ肥料化の

割合が高いのは沖縄固有の事情や原因が

あるのではないか？その解決は可能なの

か？ 

➢ 残さを集めることを主な収入源としてい

る養豚業者もいる。このような小規模業

者への支援（配りょ）も必要ではないか 

➢ 融点の低い豚肉は特色がありブランド化

もありえるが活用方法は限定されないか 

➢ 残さからエコフィードへの加工の効率化

が必要だが工業化するとなるとどこが運

営するのかなどの課題がでてくるのでは

ないか…でも実現できるとスゴイと思い

ました！ 
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⑤  

 廃キ物は資源！のうばいあい 

 一般→消却 

 産業→21品目→再資源化 

 1300 アイテム（沖ハム）調達→原料（県産、

国産、外国） 

 トレードオフ（値段） 

 ブランディング、付加価値をつける 

 物語（バックグラウンド）も大切 

 行政（制度）の課題、法律のカベ 

 中間処理業者 オキスイ（沖縄モデル） 

 ダス、ウケル、ツカウ 

 「併わせ産廃」（八重瀬町） 

 

⑥  

 琉大では牛、ぶた、ヤギ、羊、まじってる。 

 メタン発こう、ケンキ、バフン、タイヒ、イ

バラキ、ブランド 

 ヨナグニウマ４０年‐今は安心できない 

 バフンを循環させたい 

 ヨナグニでゴミ問題とりくんでいた（リサイ

クル） 

 成分調整の必要 

 バフンだけでなく→地域のものあつめる！→

いいタイヒつくれる！ 

 各地域にあるはあるけど…人的リソース 

 タイヒ－つくる－人たりない－場所ある 

 農家いない－たいへん、汗かかない… 

 つかってもらえない－スプレッダーない（た

いひつかえない） 

  

 ヨナグニ→つかわれず廃キョ 

 ex）伊江島 buy!→フン買いとる 

 コウサクホウキ地→放牧 

 かってもらえたら？肥料＜たいひ 

costgood 
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沖縄の養豚と食資源循環に関する地域円卓会議 

参加者アンケート集計 

 

◆概要 

・日時：2023年 3月 29日（水）14:00-16:40 

・場所：琉球大学 全保連ステーション 3 階特別会議 

オンライン（zoom）配信  

・着席者：11名（論点提供者、司会、記録者含む） 

・参加者：59 名（会場 44 名、オンライン参加 15 名） 

(アンケート回収 23名、回収率 39％) 

１．どちらから？ 

 

２．所属 

 

３．円卓会議はどのように知ったか 

 

４．満足度 

平均：4.5（5 点中） 

5.満足 
4.概ね 

満足 

3. 

普通 

2.あまり

満足して

ない 

1. 

不満足 

10 名 10 名 0 名 1 名 0 名 

 

５．満足度の理由 

（５．満足） 

 ある程度状況はわかっていたつもりでした

が、多くの課題がみえてきました。同時に高

校生が前向き、課題に向き合っている事は

大変希望がある。希望しかない！ 

 企業さん（沖ハムさん、オキスイさん）の話

を聞けたというのと、実際にサブセッショ

ンで話すこともできた。産業廃棄物と一般

廃棄物について処理方法への理解ができた。 

 私たちは堆肥を主に活動してきて、養豚に

ついては全く考えてこなかったけど、今回

様々な立場の方の話を聞いて、昔の豚の話

や実際に行ってきた事、課題点などを聞け

てまだまだ自分にできる事はたくさんある

し、循環型社会をつくるのに終わりはない

から、貴重な話しを聞けてよかったからで

す。 

 沖縄の豚の歴史を聞いてとても興味深かっ

たです。沖縄が大好きになりました。 

 COI-NEXT で採択されたプロジェクトそのも

のが、とても大きなビジョンの実現を目指

されているため、どのように実現するのだ

ろうという気持ちでお話をうかがっていた

のですが、オキスイの宮城さんから取組を

紹介していただき、事業規模としては小さ

いながらも、ビジネスとして成り立ってい

るモデルが実在していることに、今後の可

能性を感じました。 

    

   

   

   
   

   

   

  

    

  

   

  

    

  

   

  

     

  

   

  

   

  

   

    

   

       

    

  

     

    

     

   

     

   

   

   

   

   

  



 

23 

 専門的な知識はなかったが、養豚の現状、課

題とエコフィードを使うメリットがよく理

解できた 

 女子高生なのに大人が頭をかかえる案件を

楽しく学び実行する姿に感動しました。 

 様々な立場の意見が聞けたから 

 県内における養豚の課題が良く理解できた 

 そもそも食品廃棄物、特に畜産飼料（エコフ

ィード）に関する話題はここ数年耳にして

いなかったのでとても嬉しく思いました。

高校生の「これって SDGsですよね？」とい

う言葉で時代の変化と、おじさん達が変わ

る必要があることに気付かされました。 

 

（４．概ね満足） 

 沖縄の養豚の現状がよくわかった。 

 アグーの歴史がおもしろかった。 

 多面的に課題に対してアプローチする考え

が話し合われたこと。いすがもっと座りや

すければ疲労なく過ごせると思う。 

 今まで大人のみなさんの考え方を深く聞い

たことがなく、新しい考え方、難しい考え方

が沢山あった。私たちのこれからのプロジ

ェクトをよりよくするために、もっと多く

の視点の大人からの意見が欲しいと感じた。 

 他市町村の意見や関係機関だけでなく学生

の意見も聞ける貴重な体験であった。 

 授業では学べない内容が多く勉強になった

から 

 エコフィードがすでに自走していることが

わかった 

 各立場の意見が聞けて良かったです。 

 沖縄の養豚のことについて現状や課題がと

てもよく勉強できたから。ただ少し盛りだ

くさんで理解が追いついていない部分もあ

ります。「いろいろな問題がある」というの

が分かったけれど、具体的にどのような問

題があり解決の糸口がどこにあるのかとい

うのはよく分からなかったから。 

 議論の方向性をもう少しはっきりさせた方

がよいのと、時間が足りないのでもう少し

小グループでよかったかも 

 普段関わることのない大人の方達の考えて

いることとか、どんなことを目指している

のか、とかを知れて、まだ私達の知らない世

界（？）がたくさんあるなと気づけたからで

す！ 

 

６．円卓会議で印象に残ったこと 

 高校生の行動力に感めい。循環の事例をき

ちんと示しており本当にすごいと思った。

できることからループをまわすことの大切

さを学んだ。 

 高校生が一部成功させたプロジェクトにも

関わらず、私達が実現させる上で壁になっ

ているのは、せいど、コストの面が大きいこ

とが印象に残った。 

 昔は養豚で循環していたことが印象に残っ

た。今の時代も循環するなら、昔と同じよう

に豚を飼同じ生活をすれば循環できる世の

中になると思ったが、それは難しいと感じ

た。 

 宜野湾高校が行ったプロジェクトで貧困に

関してもアプローチしていた所。 

 平川先生の沖縄の昔の食文化が知れてよか

った 

 高校生のもぐもぐプロジェクトが大規模で

すごいと思った。 

 高校生が自ら考え行動を起こし事業を運営

していることはすばらしいことだと思う。 

 沖縄が全国に比べ飼料が極端に低い理由が

とても気になる 

 福祉分野での可能性を感じた。 

 一口に資源利用といっても現行の法律によ

って壁ができていて、オキスイさんのよう

に上手くいくとは限らない。なので個人だ

けではなく行政（国）もまきこんでいくこと

が大事であるなど印象にのこった。 
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 エコフィードのコスパや栄養価 

 豚、牛、馬など、動物の排出物の処理方法が

課題かなと感じた。で、次はその点を生点的

に考えてみたいなと思いました。 

 沖縄の中でもそれぞれ地域ごとにたくさん

の課題があるけど、１人で抱えている人が

いるので、課題を見える化していって皆で

協力していくともっとより良い沖縄を作れ

ると思いました。 

 「ゴミ」に関する循環をしている方の話し

をきき「ゴミ育」というアイディアがすごく

良いなと感じました。またそのゴミ育を小

学生たちにしているというのはすごい良い

考えだなと思いました！ 

 オキスイさんの活動（事業）モデルはとても

良いが、大規模で行うと色々な課題がでて

くるので、学識者、行政、民間にて対応や知

恵が必要と感じる。 

 エコフィードを使用しても流通や販路がし

っかりしていないと難しいことがわかった。

消費する消費者の理解を得ながら進めてい

く必要があると感じた。 

 オキスイさんが販売ルートに苦労されてい

るのは大きな課題だと思いました。エコフ

ィードで飼育した豚に付加価値が付ける方

法を模索する必要性を感じました。 

 オキスイがうまく行っているのがもちろん

宮城さんの努力も大きいと思うのだけれど、

宮城さんだからうまく行っている側面があ

って、誰もが簡単にエコフィードに、とでき

ないということ。 

 プロジェクトに詳しくない一般参加者であ

るため、司会の平良さんが、発言者への要点

の確認や別の角度からのお話を引き出して

くださったおかげで、皆さんの取組を具体

的にイメージすることができました。また、

振り返りの際の宮道さんのまとめは、大変

見やすく、この振り返りのおかげで、本日の

論点を自分なりに整理することができまし

た。どちらもとてもありがたかったです。 

 サブセッションの際、白紙と一緒にクリッ

プボードを配布していただけると、メモ取

りがしやすいと思いました。 

 エコフィードのシステム構築の必要性 

 「オキスイの宮城さんを何とか応援しない

といけない」という話になったこと 

 オキスイの豚に関しまして、脂肪酸組成は

解析されていますか？あそこまで融点が低

ければオレイン酸がかなり含まれていると

考えられますが、オレイン酸は健康面でも

優位なデータがあり、牛肉ならばオレイン

酸の比率がブランド牛にとって需要なステ

ータスですので、オレイン酸含有量が高い

ことを示せれば売りになると思います。 

 

７．会議運営についての意見、感想 

 話が盛り上がりタイムテーブルがおすのは

悪いことではないが、その旨をチラシに明

記して頂けるとありがたい。 

 頑張っていきましょう！ 

 ありがとうございます！！ 

 ありがとうございました！ 

 ハイブリッドで上手く運営されるなー、と

思いました。 

 遠隔地におり、このような会合にオンライ

ンで参加することが多いのですが、オンラ

イン参加者にもちゃんと配慮をしてくださ

り、気持ちよく参加ができました。ありがと

うございました。 

 地域の困りごとを共有・共感し弊社が役に

立つことが出来るか模索したい 

 Zoom のブレイクアウトルームのセッション

は、放ったらかしにされた感があり、他の参

加者もとまどっていたので私がいろいろ話

したのですが、結果暗い話になりすみませ

んでした。 
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（写真）会場の様子 
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＜サブセッション 記録用紙＞ 
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